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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座部に起立傾倒可能な背もたれ部を含む椅子式マッサージ機であって、
　前記座部の下部の基台部からケーブルを介して配設された１または複数のヒータを有し
、
　前記背もたれ部は、背パッドを有し、
　前記背パッドの一端は、前記背もたれ部の上部に係止または固定され、
　前記背パッドは、分離可能に接合される第１パッド部と第２パッド部とを有し、前記第
２パッド部は前記第１パッド部から全部分離可能または一部を残して分離可能であり、
　前記第２パッド部を前記第１パッド部から分離した場合に、前記第１パッド部はマッサ
ージ機に座った被施療者の背中に相当する前記背もたれ部の前面側に配置され、前記第２
パッド部は被施療者の肩、腕、または腹部を覆うように前記背もたれ部の前面側に配置さ
れ、
　前記第２パッド部は、上側水平部と、前記上側水平部の両端部から下方へ垂設される腕
部とを含み、正面視で逆Ｕ字形に形成され、前記第１パッド部は、前記第２パッド部に形
成された開口部に配設される形状に形成される、椅子式マッサージ機。
【請求項２】
　前記背パットは、面状ヒータを内蔵した、請求項１記載の椅子式マッサージ機。
【請求項３】
　前記第１パッド部と第２パッド部の間を分離する分割構造は、係止構造、チャック、面
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ファスナー（マジックテープ）のいずれかを含む、請求項１または２に記載の椅子式マッ
サージ機。
【請求項４】
　基台部からケーブルを介して配設された１または複数のヒータを有し、
　前記背パッドは、前記ヒータを収納する収納部または係止する係止部を有する、請求項
１から３のいずれか１項に記載の椅子式マッサージ機。
【請求項５】
　前記１または複数のヒータの個々の温度を制御する温度制御部をさらに含む、請求項１
から４のいずれか１項に記載の椅子式マッサージ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、椅子式マッサージ機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２００８－２０６６７８号公報（特許文献１）には、使用者の体形や好みに応じて
、マッサージ部を好適な場所に配設することができる椅子型マッサージ機について開示さ
れている。
【０００３】
　特開２００８－２０６６７８号公報（特許文献１）記載の椅子型マッサージ機は、座部
と背もたれ部とを有しており、この背もたれ部に第１のマッサージ部が設けられた椅子型
マッサージ機であって、 第２のマッサージ部を備えており、且つ前記座部又は背もたれ
部に対する位置調節が可能なパッド部を有するものである。
【０００４】
　特開２０００－３５０７５８号公報（特許文献２）には、着座した時点でいきなりモミ
玉が背中に当接し、不快感を覚えることがあったマッサージ機用の背受けクッションにつ
いて開示されている。
【０００５】
　特開２０００－３５０７５８号公報（特許文献２）記載のマッサージ機用の背受けクッ
ションは、背中をマッサージするマッサージ動作部が内蔵されたマッサージ機に対して設
けられる背受けクッションであって、上記マッサージ動作部の少なくとも左右両脇部でマ
ッサージ動作部より先に使用者の背中を支持可能になったクッション部を具備しているも
のである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２０６６７８号公報
【特許文献２】特開２０００－３５０７５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の椅子式マッサージ機は、ファスナーによってエアセルを移動させることが
できるものである。その結果、体形や好みに応じてマッサージ部を好適な場所に配設させ
ることができる。
【０００８】
　また、特許文献２には、マッサージ機用の背受けクッションを設けることで、施療子が
いきなり使用者に接触することはないと記載されている。
【０００９】
　また、近年、一般的な椅子マッサージ機には、背パッドの上にヒータシートが重ねて配
置されている。しかしながら、近年、施療子の力を伝達しやすくするために、背パッドお
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よびヒータシートの厚みを薄くすることが望まれている。
【００１０】
　本発明の主な目的は、背パッドおよびヒータを一体化するとともに、厚みを薄くするこ
とができる椅子式マッサージ機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
（１）
一局面に従う椅子式マッサージ機は、座部に起立傾倒可能な背もたれ部を含む椅子式マッ
サージ機であって、座部の下部の基台部からケーブルを介して独立配設された１または複
数のヒータを有するものである。
【００１２】
　この場合、基台部からケーブルを介して独立配設された１または複数のヒータを自由自
在に配置することができる。その結果、ユーザの嗜好に合わせてヒータを配置させること
ができる。
【００１３】
（２）
　第２の発明にかかる椅子式マッサージ機は、一局面に従う椅子式マッサージ機において
、ヒータは、面状ヒータからなり、背もたれ部は、背パッドを有し、背パッドには、面状
ヒータを収納可能な収納部を有してもよい。
【００１４】
　この場合、背パッドの収納部に面状ヒータを収納することができる。その結果、面状ヒ
ータを収納部が形成された位置に配置させることができる。
【００１５】
（３）
　第３の発明にかかる椅子式マッサージ機は、一局面に従う椅子式マッサージ機において
、ヒータは、面状ヒータからなり、背もたれ部は、背パッドを有し、背パッドには、面状
ヒータを係止可能な係止部を有してもよい。
【００１６】
　この場合、背パッドの係止部に面状ヒータを係り止めすることができる。例えば、係止
部が背パッドの全面に形成されている場合、背パッドの全面のいずれの位置においてもヒ
ータを配置させることができる。その結果、面状ヒータをユーザの嗜好位置に配置させる
ことができる。
【００１７】
（４）
　第４の発明にかかる椅子式マッサージ機は、一局面から第３の発明にかかる椅子式マッ
サージ機において、１または複数のヒータの個々の温度を制御する温度制御部をさらに含
んでもよい。
【００１８】
　この場合、温度制御部により１または複数のヒータの個々の温度を制御することができ
る。その結果、ユーザの嗜好に応じた温度調整を行うことができる。
【００１９】
（５）
　他の局面に従う椅子域マッサージ機は、座部に起立傾倒可能な背もたれ部を含む椅子式
マッサージ機であって、背もたれ部は、背パッドを有し、背パッドの一端は、背もたれ部
の上部に係止または固定されるとともに、背パッドの一部には分割構造が形成されてもよ
い。
【００２０】
　この場合、背パッドの一端は、背もたれ部の上部に係止される。また、背パッドの一部
には、分割構造が形成される。その結果、分割構造によりヒートパッド作用の部分と、背
パッド作用の部分とに分割できる。したがって、背パッドと別にヒートパッドを設ける必
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要がなく、ユーザの背中から施療子までの距離を減らすことができ、施療子によるマッサ
ージ効果を高めることができる。また、別にヒートパッドを設ける必要がないため、コス
ト削減も実現することができる。
【００２１】
（６）
　第６の発明にかかる椅子式マッサージ機は、他の局面に従う椅子式マッサージ機におい
て、背パットは、面状ヒータを内蔵してもよい。
【００２２】
　この場合、背パットは、面状ヒータを内蔵しているので、ヒートパッド作用を、分割構
造により、ユーザの嗜好に応じてユーザの背中側または腹部側のいずれか一方、または両
方に配置させることができる。
【００２３】
（７）
　第７の発明にかかる椅子式マッサージ機は、他の局面または第６の発明にかかる椅子式
マッサージ機において、分割構造の形状は、円形、矩形、楕円形、逆Ｕ字型、逆Ｖ字型の
いずれかで形成されてもよい。
【００２４】
　この場合、分割構造の形状が、円形、矩形、楕円形、逆Ｕ字型、逆Ｖ字型のいずれかで
構成されるため、ユーザが、円形または楕円形から頭部を出すことができ、ユーザの腹部
に背パッドを配置させることができる。
【００２５】
（８）
　第８の発明にかかる椅子式マッサージ機は、他の局面から第７の発明にかかる椅子式マ
ッサージ機において、分割構造は、係止構造、チャック、面ファスナー（マジックテープ
）のいずれかを含んでもよい。
【００２６】
　この場合、分割構造は、係止構造、チャック、面ファスナー（マジックテープ）のいず
れかからなるので、容易に分割または合体させることができる。
【００２７】
（９）
　第９の発明にかかる椅子式マッサージ機は、他の局面から第８の発明にかかる椅子式マ
ッサージ機において、基台部からケーブルを介して独立配設された１または複数のヒータ
を有し、背パッドは、ヒータを収納する収納部または係止する係止部を有してもよい。
【００２８】
　この場合、背パッドに収容部がある場合には、ヒータを収容部に収容することができ、
背パッドに係止部がある場合には、ヒータを係り止めすることができる。
【００２９】
（Ａ）
　本発明にかかる椅子式マッサージ機は、基台部内部にケーブルを巻き取り可能な巻き取
り部を有してもよい。
【００３０】
　この場合、基台部内部に巻き取り部が形成されているので、ケーブルを容易に巻き取る
ことができる。その結果、ケーブルを容易に収容することができ、ヒータの利用を容易に
行うことができる。
【００３１】
（Ｂ）
　本発明にかかる椅子式マッサージ機は、ケーブルが、ケーブル自体の長さを変化可能な
形状または素材からなってもよい。
【００３２】
　この場合、ケーブル自体の長さを変化可能な形状または素材からなるので、ケーブルの
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絡まりなどを防止することができる。その結果、ケーブルの長さを容易に変化させること
ができ、ヒータの利用を容易に行うことができる。
【００３３】
（Ｃ）
　本発明にかかる椅子式マッサージ機は、背パッドが、背もたれ部および座部の合計の長
さ以上で形成されてもよい。
【００３４】
　この場合、背パッドは、背もたれ部および座部の合計の長さ以上で形成されるので、ユ
ーザの膝近くまで背パッド部の一部を分割させて被せることができる。その結果、ユーザ
がスカート等を着ていた場合でも、膝近くまで被せることができる。　
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施形態による椅子式マッサージ機の構成を示す斜視図である。
【図２】椅子式マッサージ機の背凭れ部から背パッドを取り外した例を示す模式図である
。
【図３】背パッドの一例を示す模式図である。
【図４】図３の背パッドの利用状態の一例を示す模式図である。
【図５】背パッドの他の例を示す模式図である。
【図６】背パッドの利用例を示す模式図である
【図７】背パッドの他の例を示す模式図である。
【図８】背パッドのさらに他の例を示す模式図である。
【図９】背パッドのさらに他の例を示す模式図である。
【図１０】図９の背パッドを被施療者に利用した状態の一例を示す模式図である。
【図１１】独立ヒータおよびケーブルの一例を示す模式図である。
【図１２】独立ヒータおよびケーブルの他の例を示す模式図である。
【図１３】独立ヒータおよびケーブルの他の例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳しく説明する。図中同一又は相当部分に
は同一符号を付してその説明を繰り返さない。なお、説明をわかりやすくするために、以
下で参照する図面においては、構成が簡略化または模式化して示されたり、一部の構成部
材が省略されたりしている。また、各図に示された構成部材間の寸法比は、必ずしも実際
の寸法比を示すものではない。
【００３７】
[第１の実施の形態]
　［椅子式マッサージ機１００］
　図１は、本発明の実施形態による椅子式マッサージ機１００の構成を示す斜視図である
。
　図１に示すように、本発明の第１の実施形態による椅子式マッサージ機１００は、座部
２００、背凭れ部３００、基台部４００、腕施療部５００、操作部７００、独立ヒータ８
５０および脚載部９００を備える。
【００３８】
　なお、以下の説明において、図１に示すように、椅子式マッサージ機１００においては
、座部２００に背凭れ部３００が形成された側を後側（ＢＡＣＫ）と仮定し、後側（ＢＡ
ＣＫ）と逆側を前側（ＦＲＯＮＴ）と仮定し、それぞれ、左側（ＬＥＦＴ）および右側（
ＲＩＧＨＴ）と、上側（ＵＰ）および下側（ＤＯＷＮ）とを仮定する。　
【００３９】
　図１に示すように、椅子式マッサージ機１００の背凭れ部３００は、被施療者の肩、腰
、背中を支持するとともに、前後方向に起倒可能に形成される。また、背凭れ部３００に
は、施療子（一対の施療子）３５０がガイドレールに沿って上下方向に移動可能に内蔵さ
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れている。施療子３５０は、揉み、叩き、ローリングなどの多様な施療動作が可能なよう
、一対の施療子３５０で形成される。
【００４０】
　図１の座部２００には、１または複数の反復膨張する膨張袋（エアー施療部）（図示略
）が内蔵され、該膨張袋により被施療者の臀部を支持しつつ施療する。また、脚載部９０
０は、座部２００および基台部４００の前端に軸支され、脚載部９００自体が回動可能に
設けられている。
脚載部９００においては、１または複数の反復膨張する膨張袋（図示略）が設けられてお
り、該膨張袋により被施療者の脚を施療する。
【００４１】
　また、腕施療部５００は、図１の座部２００の左右両側に立設して設けられる。腕施療
部５００には、１または複数の反復膨張する膨張袋（図示略）が内蔵され、該膨張袋によ
り被施療者の腕を支持しつつ施療する。
　独立ヒータ８５０は、１または複数設けられ、基台部４００からケーブル８５１により
配置自由に設けられる。独立ヒータ８５０の詳細については、後述する。
【００４２】
　次に、図２は、椅子式マッサージ機１００の背凭れ部３００から背パッド３１０を取り
外した例を示す模式図であり、図３は、背パッド３１０の一例を示す模式図である。
【００４３】
　図２に示すように、背パッド３１０は、背凭れ部３００の背凭れ材３２０の前面を覆う
ように設けられる。背パッド３１０の裏面に設けられた係止部３１１が、背凭れ材３２０
の上端部の係止部３２１に係り止めされ、取り外し可能に取り付けられる。
　なお、図２においては、背パッド３１０を取り外した場合に、施療子（一対の施療子）
３５０が見えるように図示しているが、これは、構造を説明するために記載しているので
あり、背パッド３１０と施療子（一対の施療子）３５０との間に、布地を配設することが
好ましい。特に、当該布地の裏面は、施療子（一対の施療子）３５０との接触を考慮して
、耐久性が高く、施療子が滑りやすい素材からなることが好ましい。
【００４４】
　図３に示すように、背パッド３１０は、係止部３１１、チャック３１２、第１パッド部
３１５、および第２パッド部３１６を含む。
　図３に示すように、背パッド３１０の第１パッド部３１５および第２パッド部３１６は
、矩形状のクッション性を有する素材からなる。また、背パッド３１０の第１パッド部３
１５および第２パッド部３１６の少なくとも一方には、ヒータが設けられている。
【００４５】
　また、第１パッド部３１５および第２パッド部３１６は、チャック３１２により離合可
能に形成されている。
　図３に示すように、チャック３１２は、逆Ｕ字形状で形成されている。その結果、第１
パッド部３１５は、凸形状で形成され、第２パッド部３１６は、逆凹形状で形成されてい
る。
【００４６】
　図４は、図３の背パッド３１０の利用状態の一例を示す模式図である。
　図４に示すように、チャック３１２を移動させることにより、第１パッド部３１５およ
び第２パッド部３１６を全部、または一部を残して分離させることができる。
　その結果、第１パッド部３１５は、被施療者の背中側に配置させることができ、第２パ
ッド部３１６は、被施療者の前側、すなわち肩、腕、腹部側に配置させることができる。
　その結果、背パッド３１０の施療子３５０に相当する部分においては、背パッド３１０
の第１パッド部３１５が配置され、被施療者の肩、腕、腹部側を背パッド３１０の第２パ
ッド３１６により覆うことができる。
【００４７】
（背パッド３１０の他の例）
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　図５は、背パッド３１０の他の例を示す模式図であり、図６は背パッド３１０の利用例
を示す模式図である。
【００４８】
　図５に示すように、背パッド３１０は、チャック３１１Ａ、チャック３１２、第１布部
３１５Ａ、面ファスナー３１５Ｌ、第１パッド部３１５Ｂおよび第２パッド部３１６を有
する。
　また、図５に示すように、第２パッド部３１６には、後述する独立ヒータ８５０が内側
（図５の裏面、破線）に収納されている。なお、独立ヒータ８５０の電源ケーブルは、チ
ャック３１１Ａ側、背凭れ部３００を介して基台部４００に接続されている。
【００４９】
　次に、図５におけるチャック３１２および面ファスナー３１５Ｌは、矩形状で形成され
ている。また、第１布部３１５Ａは布地からなり、第１パッド部３１５Ｂは、クッション
性を有する素材からなる。クッション性を有する素材とは、例えば、ウレタン等である。
【００５０】
　また、図５に示す背パッド３１０は、図３と同様にチャック３１２を移動させるととも
に、面ファスナー３１５Ｌを外すことにより、第１布部３１５Ａ、第１パッド部３１５Ｂ
を全部外し、第２パッド部３１６を残して分離させることができる。
　その結果、第１パッド部３１５を完全に取り外し、第２パッド部３１６を被施療者の前
側、すなわち腹部側に配置させることができる。具体的に図６に示すように、第２パッド
部３１６の下端部の独立ヒータ８５０を交差させることができ、被施療者の腹部を確実に
温めることができる。
【００５１】
　図７は、背パッド３１０の他の例を示す模式図である。
　図７に示すように、背パッド３１０は、チャック３１２、第１パッド部３１５および第
２パッド部３１６を有する。
【００５２】
　図７におけるチャック３１２は、逆Ｖ字形状で形成されている。その結果、第１パッド
部３１５は、三角形状で形成され、第２パッド部３１６は矩形状から三角形状を除いた形
状で形成される。
【００５３】
　図７に示す背パッド３１０は、図３と同様にチャック３１２を移動させることにより、
第１パッド部３１５および第２パッド部３１６を全部、または一部を残して分離させるこ
とができる。
　その結果、第１パッド部３１５は、被施療者の背中側に配置させることができ、第２パ
ッド部３１６は、被施療者の前側、すなわち腹部側に配置させることができる。
【００５４】
　図８は、背パッド３１０のさらに他の例を示す模式図である。
　図８に示すように、背パッド３１０は、チャック３１２、第１パッド部３１５および第
２パッド部３１６を有する。
【００５５】
　図８におけるチャック３１２は、楕円形状に形成されている。その結果、第１パッド部
３１５は、楕円形状で形成され、第２パッド部３１６は矩形状から楕円形状を除いた形状
で形成される。
【００５６】
　図８に示す背パッド３１０は、図３と同様にチャック３１２を移動させることにより、
第１パッド部３１５および第２パッド部３１６を分離させることができる。
　その結果、第１パッド部３１５は、被施療者の背中側に配置させることができ、第２パ
ッド部３１６は、被施療者の前側、すなわち腹部側に配置させることができる。
【００５７】
　図９は、背パッド３１０のさらに他の例を示す模式図であり、図１０は図９の背パッド
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３１０を被施療者に利用した状態の一例を示す模式図である。
【００５８】
　図９に示すように、背パッド３１０は、チャック３１２、第１パッド部３１５および第
２パッド部３１６を有する。
　また、図９に示す第２パッド部３１６に、独立ヒータ８５０を収納可能なヒータ用袋３
１８が形成されている。
　なお、図９においては、第２パッド部３１６の表面にヒータ用袋３１８を設けているが
、第１パッド部３１５に設けてもよく、第２パッド部３１６の裏面にヒータ用袋３１８を
設けてもよく、第２パッド部３１６の表面または裏面に独立ヒータ８５０を固定収容させ
てもよい。
【００５９】
　図９におけるチャック３１２は、二等辺三角形状に形成されている。その結果、第１パ
ッド部３１５は、二等辺三角形状で形成され、第２パッド部３１６は矩形状から二等辺三
角形状を除いた形状で形成される。
【００６０】
　図９に示す背パッド３１０は、図３と同様にチャック３１２を移動させることにより、
第１パッド部３１５および第２パッド部３１６を全部または一部を残して分離させること
ができる。
　その結果、第１パッド部３１５は、被施療者の背中側に配置させることができ、第２パ
ッド部３１６は、被施療者の前側、すなわち腹部側に配置させることができる。
　特に、図９に示す背パッド３１０は、座部２００および背凭れ部３００の長さよりも長
い背パッド３１０からなるので、図１０に示すように、被施療者の膝上まで覆い被せるこ
とができる。その結果、椅子式マッサージ機１００を用いる被施療者が女性の場合であっ
ても、別途毛布などを膝に掛ける必要がなくなる。
【００６１】
　また、上記の実施の形態においては、ヒータ用袋３１８に、それぞれ独立ヒータ８５０
を収納することができるので、被施療者の好みに応じて独立ヒータ８５０を収納させて、
被施療者が温めたいところを自由に温めることができる。
【００６２】
　さらに、図９においてのみ、ヒータ用袋３１８を設けることとしているが、これに限定
されず、図３乃至図８の背パッド３１０に、ヒータ用袋３１８を任意の位置に設けてもよ
い。
　なお、本実施の形態においては、ヒータ用袋３１８を設けることとしているが、これに
限定されず、面ファスナー（マジックテープ：登録商標）、ボタン等、他の任意の離合可
能な構造を用いてもよい。
　その結果、独立ヒータ８５０を背パッド３１０のあらゆる位置に自由に設けることがで
きる。
【００６３】
（独立ヒータ）
　図１１は、独立ヒータ８５０およびケーブル８５１の一例を示す模式図である。
【００６４】
　図１に示したように、本実施の形態においては、椅子式マッサージ機１００の基台部４
００からケーブル８５１を介して独立ヒータ８５０が形成されている。
　また、本実施の形態においては、独立ヒータ８５０を２個設けることとしているが、こ
れに限定されず、１個、３個、４個等他の任意の数の独立ヒータ８５０を設けてもよい。
【００６５】
　図１１に示すように、独立ヒータ８５０は、矩形状のシート部材で構成されたヒータ本
体８５３と、ヒータ本体８５３に電力を供給するケーブル８５１と、ヒータ本体８５３お
よびケーブル８５１を保護する保護部材８５７と、からなる。
【００６６】
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　なお、図１１の保護部材８５７の一部に、係止部８５６を設けてもよい。なお、係止部
８５６は、図９のヒータ用袋３１８が設けられている場合には、設けなくてもよい。
　なお、係止部８５６を例示したが、これに限定されず、面ファスナー、ボタン等、他の
任意の離合可能な構造であってもよい。
　また、係止部８５６が面ファスナーの場合には、背パッド３１０の自由な位置に取り付
けることができる。
【００６７】
　保護部材８５７は、機械的な強度を有するとともに、汚れ難い素材からなる。例えば、
塩化ビニール樹脂（以下ＰＶＣと表記）および不織布等を有する複数構造の素材からなる
。
【００６８】
　また、ヒータ本体８５３は、金属を主成分とするシート部材８５４に、ヒータ線８５５
を蛇行配設させたものである。当該金属は、熱伝導率が高いアルミニウム等からなること
が好ましい。
　また、ヒータ線８５５からの熱を全体に拡散する拡散シート（図示省略）を内蔵しても
よい。
【００６９】
　なお、本実施の形態においては、独立ヒータ８５０の制御部は、椅子式マッサージ機１
００本体の基台部４００に内蔵されているとしているが、これに限定されず、独立ヒータ
８５０個々に制御部を設けてもよい。
また、独立ヒータ８５０にセンサを内蔵してもよい。その結果、ユーザは、操作部７００
を操作することにより、独立ヒータ８５０個々の温度制御を確実に行うことができる。
【００７０】
　続いて、ケーブル８５１は、基台部４００に設けられた巻き取り装置４１０により巻き
取り可能に形成されている。
　なお、本実施の形態においては、ヒータ線８５５を蛇行配設させたものを例示したが、
これに限定されず、面ヒータ等、その他の任意の発熱源を用いてもよい。
【００７１】
　次に、図１２は、独立ヒータ８５０およびケーブル８５１の他の例を示す模式図である
。
【００７２】
　図１２については、図１１と異なる点についてのみ説明を行う。図１２に示す独立ヒー
タ８５０は、図１１の独立ヒータ８５０と同じものからなる。図１１においては、巻き取
り装置４１０を用いているが、図１２においては、伸縮可能な形状のケーブル８５２を設
けている。
　ケーブル８５２は、ケーブル８５１が巻回された形状からなる。その結果、ケーブルの
長さを伸縮自在にすることができる。
【００７３】
　また、図１３は、独立ヒータ８５０およびケーブル８５１の他の例を示す模式図である
。
【００７４】
　図１３については、図１１および図１２と異なる点についてのみ説明を行う。
　図１３に示す独立ヒータ８５０は、袋８５９に収納される。当該袋８５９は、クッショ
ン性を有することが好ましい。それにより、自由に被施療者の希望する場所に独立ヒータ
８５０を配置することができる。
【００７５】
　以上のように、背パッド３１０の分割構造の形状について、円形、矩形、楕円形、逆Ｕ
字型、逆Ｖ字型を例示したが、これに限定されず、一対の施療子３５０の移動する範囲と
、移動しない範囲で分割させてもよい。その結果、揉み心地を強くしたい場合には、背パ
ッド３１０から第１パッド部３１５（第１布地３１５Ａ，第１パッド部３１５Ｂを含む。
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）を分割することで、被施療者と一対の施療子３５０との距離を短くすることができる。
【００７６】
　また、背パッド３１０は、係止部３１１により取り外しが可能であることとしているが
、これに限定されず、背パッド３１０の上端部が背凭れ部３００の上端に固定されていて
もよい。
【００７７】
　さらに、独立ヒータ８５０は、ＰＴＣヒータ、ＰＴＣ特性を持つフィルムヒータ、ＰＴ
Ｃ特性を持つリボンヒータ、携帯型ヒータ等、任意のヒータを用いてもよい。
【００７８】
　以上のように、基台部４００からケーブル８５１を介して独立配設された１または複数
の独立ヒータ８５０を自由自在に配置することができる。その結果、ユーザの嗜好に合わ
せて独立ヒータ８５０を配置させることができる。
【００７９】
　また、背パッド３１０のヒータ用袋３１８に独立ヒータ８５０を収納することができる
。さらに、背パッド３１０の係止部に独立ヒータ８５０を係り止めしてもよいので、背パ
ッド３１０全面のいずれの位置においても独立ヒータ８５０を配置させることができる。
その結果、独立ヒータ８５０をユーザの嗜好位置に配置させることができる。
　また、座部２００または基台部４００の内部に巻き取り装置４１０が形成されているの
で、ケーブル８５１を容易に巻き取ることができる。
【００８０】
　また、ケーブル８５２の場合、ケーブル８５１自体の長さを変化可能な形状または素材
からなるので、ケーブル８５１の絡まりなどを防止することができる。その結果、ケーブ
ル８５１の長さを容易に変化させることができ、独立ヒータ８５０の利用を容易に行うこ
とができる。
【００８１】
　また、操作部７００により１または複数の独立ヒータ８５０の個々の温度を制御するこ
とができる。その結果、ユーザの嗜好に応じた温度調整を行うことができる。
【００８２】
　また、背パッド３１０の一端は、背凭れ部３００の背凭れ材３２０の上部に係止される
。また、背パッド３１０の一部には、分割構造が形成される。その結果、分割構造により
ヒートパッド作用の部分と、背パッド３１０作用の部分とに分割でき、背パッド３１０と
別にヒートパッドを設ける必要がない。また、ユーザの背中と施療子３５０からの距離を
背パッド３１０のみにすることができ、施療子３５０によるマッサージ効果を高めること
ができる。また、コスト削減も実現することができる。
【００８３】
　また、背パッド３１０は、独立ヒータ８５０を内蔵しているので、ヒートパッド作用を
、分割構造により、ユーザの嗜好に応じてユーザの背中側または腹部側のいずれか一方、
または両方に配置させることができる。
【００８４】
　背パッド３１０の分割構造の形状が、円形、楕円形、逆Ｕ字型、逆Ｖ字型のいずれかで
構成されるため、ユーザが、円形または楕円形から頭部を出すことができ、ユーザの腹部
に背パッドを配置させることができる。
　また、図９に示した背パッド３１０は、背凭れ部３００および座部２００の長さ以上で
形成されるので、ユーザの膝近くまで背パッド３１０部の一部を分割させて被せることが
できる。その結果、ユーザがスカート等を着ていた場合でも、膝近くまで被せることがで
きる。　
【００８５】
（実施形態における各部と請求項の各構成要素との対応関係）
　本発明において、椅子式マッサージ機１００が、「椅子式マッサージ機」に相当し、座
部２００が「座部」に相当し、背凭れ部３００が「背もたれ部」に相当し、ケーブル８５
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１が「ケーブル」に相当し、独立ヒータ８５０が「１または複数のヒータ、面状ヒータ」
に相当し、背パッド３１０が「背パッド」に相当し、ヒータ用袋３１８が「収納部」に相
当し、巻き取り装置４１０が「巻き取り部」に相当し、ケーブル８５２が「ケーブル自体
の長さを変化可能な形状または素材」に相当し、操作部７００が「温度制御部」に相当し
、背パッド３１０、チャック３１２、第１パッド部３１５、第２パッド部３１６が「分割
構造」に相当する。
【００８６】
　本発明の好ましい一実施の形態は上記の通りであるが、本発明はそれだけに制限されな
い。本発明の精神と範囲から逸脱することのない様々な実施形態が他になされることは理
解されよう。さらに、本実施形態において、本発明の構成による作用および効果を述べて
いるが、これら作用および効果は、一例であり、本発明を限定するものではない。
【符号の説明】
【００８７】
１００　椅子式マッサージ機
２００　座部
３００　背凭れ部
３１０　背パッド
３１２　チャック
３１５　第１パッド部
３１６　第２パッド部
３１８　ヒータ用袋
４１０　巻き取り装置
７００　操作部
８５０　独立ヒータ
８５１　ケーブル
８５２　ケーブル
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